
学校番号 214 

令和 2年度 国語科 

教科 国語 科目 国語総合（現代文） 単位数 ５ 年次 １ 

使用教科書 「国語総合 現代文編」東京書籍 

副教材等 
「常用漢字 ダブルクリア 四訂版」浜島書店 

「巻頭増補版 最新国語便覧」浜島書店 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・社会人に必要となる基礎的な国語の力を身に付けることを心がけてください。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話

す・聞く能力」や意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に付けてください。 

・提出物の期限は守り、定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

・漢字の学習及び小テストに向けて家庭学習をしてください。 

２ 学習の到達目標 

国語の基本となる「読む」・「書く」・「聞く・話す」能力を育成し、言語を基にし

た表現能力を高める。また、近代以降のさまざまな文章を理解することにより、ものの

見方・考え方・感じ方を深め、現代を生きるための知恵や知識を学び、人生を豊かにす

る態度を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 C:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合

う力を進んで

高めるととも

に、言語文化に

対する関心を

深め、国語を尊

重してその向

上を図ろうと

する。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取ったり、話し

合ったりして、

自分の考えをま

とめ、深めてい

る。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に

読 み 取 っ た

り、目的に応

じて幅広く読

んだりして、

自分の考えを

深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字など

について理解

し、知識を身

に 付 け て い

る。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの評

価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

記述の確認及

び分析（ワー

クシート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワ

ークシート

等） 

定期考査 

小テスト 

 上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にま

とめます。学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観

点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d e 

１ ２ １ 

評
論
（
１
） 

「水の東西」 
 
・論理的な文章を学ぶ 

   ◎ ○ ｄ：筆者の伝えたいことを読

み取ること。 

e：表現の特徴や指示語につ

いて理解すること。 

・授業の取り組みの

観察 

・音読の観察 

・ワークシート（→

定期テスト） 

小
説
（
１
） 

「羅生門」 

 
・古典作品に題材をとった
近代小説の名作に親し
み、登場人物の心情の変
化を場面に即して味わ
う。 

 

○   ◎  ｄ：文章に描かれた人物、情

景、心情などを表現に即し

て読み味わうこと。 

a：幅広く本や文章を読み、

情報を得て用いたり、もの

の見方、感じ方、考え方を

豊かにしたりすること。 

・授業の取り組みの

観察 

・音読の観察  

・ワークシート（→

定期テスト） 

評
論
（
２
） 

「〈顔〉という現象」 

 

・文章の構成と主題を捉え

る。 

○   ◎  d：文章の構成の特徴を捉え、

主題を読み取ること。  

a：作品のテーマに触れ、さ

まざまなものに興味関心

を持つこと。 

・授業の取り組みの

観察 

・音読の観察 

・ワークシート、小

テスト（→定期テス

ト） 

小
説
（
２
） 

「鏡」 

 

・身近な舞台を題材とした

小説を読み味わう。 

○   ◎  d：文章に描かれた人物、情

景、心情などを表現に即して

読み味わうこと。 

a：幅広く本や文章を読み、

情報を得て用いたり、もの

の見方、感じ方、考え方を

豊かにしたりすること。 

・授業の取り組みの

観察 

・音読の観察 

・ワークシート、小

テスト（→定期テス

ト） 

言
語
活
動 

意見文を書く 

 

・文章の書き方を理解し、

相手に伝わりやすいように

意見文を書く。 

  ◎   C：自分の意見を正確に伝え

るために文章の形態や文体、

語句などを工夫して書くこ

と。 

・授業の取り組みの

観察 

・ワークシート 

・自己評価、相互評

価 



２ 

評
論
（
２
） 

「言葉は「ものの名前」で

はない 

 

・筆者の主張を読み取り、

自身の言語を育むことの大

切さを理解する。 

   ◎ ○ d：文章の内容や形態に応じ

た表現の特色に注意して

読むこと。 

e：文章の構成や展開を確か

め、内容や表現の仕方につ

いて評価したり、書き手の

意図をとらえたりするこ

と。 

・授業の取り組みの

観察 

・音読の観察 

・ワークシート、小

テスト（→定期テス

ト） 

詩
歌 

い 「汚れちつまつた悲しみに…」 

 

・作品の中に隠された作

者の思いを読み取るこ

と。 

   ◎ ○ d：文章の内容を叙述に即し

て的確に読み取ること。 

e：作者について学び、その

他の作品から作者の表現方

法の特徴を捉えること。 

・授業の取り組みの

観察 

・音読の観察 

・ワークシート、小

テスト（→定期テス

ト） 

「自分の感受性くらい」 

 

・作品の中に隠された作

者の思いを読み取るこ

と。 

   ◎ 〇 d：文章の内容を叙述に即し

て的確に読み取ったり、必

要に応じて要約や詳述を

したりすること。 

e：文章の構成や展開を確か

め、内容や表現の仕方につ

いて評価したり、書き手の

意図をとらえたりするこ

と。 

・授業の取り組みの

観察 

・ワークシート 

・自己評価、相互評

価 

評
論(

４) 

 

「生物の多様性とは何か」 

 
・自身を取り巻く環境につ
いて筆者の意見を理解
し、現代の課題として考
える。 

 

   ◎ ○ d：文章の内容を叙述に即し

て的確に読み取ったり、必要

に応じて要約や詳述をした

りすること。 

e：文章の構成や展開を確か

め、内容や表現の仕方につい

て評価したり、書き手の意図

をとらえたりすること。 

・授業の取り組みの

観察 

・音読の観察 

・ワークシート、小

テスト（→定期テス

ト） 

小
説
（
３
） 

「神様」 

 
・現代小説に親しみ、場面
や心情の変化を表現に即
して読み味わう。 

   ◎  d：文章に描かれた人物、情

景、心情などを表現に即して

読み味わう。 

・授業の取り組みの

観察 

・音読の観察 

・ワークシート、小

テスト（→定期テス

ト） 



言
語
活
動 

実用文について考える 

 

・相手や目的に応じて題材

を選び、文章の形態や文体、

語句などを工夫して書くこ

と。 

  ◎   
 
c：相手や目的に応じて題材
を選び、文章の形態や文
体、語句などを工夫して書
くこと。 

・授業の取り組みの

観察 

・ワークシート 

・自己評価、相互評

価 

３ 

評
論
３ 

「メディアが作る身体」 

・文章の構成と主題を捉え、

自身の身近な問題へとおと

しこむ。 

○   ◎ 〇 a：本文を読み、自分の考え

の深めようとすること。 

d：文章の内容を叙述に即し

て的確に読み取ったり、必要

に応じて要約や詳述をした

りすること。 

e：文章の構成や展開を確か

め、内容や表現の仕方につい

て評価したり、書き手の意図

をとらえたりすること。 

・授業の取り組みの

観察 

・音読の観察 

・ワークシート、小

テスト（→定期テス

ト） 

言
語
活
動 

ディベート 

・話し合いを通じて考えを深

める。 

○ ◎    ｂ：話し合いの中で情報を収

集し、論理的思考に基づいた

討論ができること。 

a：相手の意見を聞き、自分

の考えの深めようとするこ

と。 

・授業の取り組みの

観察、ワークシート 

 

小
説
（
３
） 

 （
） 

「城の崎にて」 
 

・近代小説の名作を読み味

わう。 

   ◎  d：文章に描かれた人物、情

景、心情などを表現に即して

読み味わう。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度  b:話す・聞く能力  c:書く能力  

d:読む能力      e:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習

内容（小単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う

観点）について○を付けている。 


